




常州
市史

追
補
編

苫
小
牧
市





市街地及び周辺地の変化
駅前通り

新 酒

※
写
ス
キ
ャンーメー

北海道料

933
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駅前通り
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一条通り

菓子。パン

年
糕

流
行
プ
リ
ン
ト
地

昭和33年の一条通り S
E
I
K
O

� 染織物大会

北
海
道
銀
行

�
奇
・メ
カ
本
に
位

J-HE17

昭和42年の一条通りC
e

一 時
茶

典
保
灣
電
話

蔡
典
店

M三上家具
U

..560

平成10年の一条通り

(5)



国道36号

昭和45年の国道36号 (王子不動産第一ビルより)ンターネットするなら
ー
S
A
N

無
料
体
験
セミ
ナー
姿
付
中
!!

イン
タ
ー
ネ
ッ
ト

平成13年の国道36号 (王子不動産第一ビルより)
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王子通り

昭和38年の王子通り (アリーナ通り)

40

王子製紙スケートセンター

王子通りに面した王子製紙スケートセンター
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平成13年の王子通り (アリーナ通り)
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駅前・駅裏地区

昭和35年の駅裏(旧岩倉組)一帯

y

昭和56年の苫小牧駅前・駅裏

Nagasakiyo

Nagasd

井上態

Soaruyami's
市民と結ぶ
あったかネットワーク

北 海 道新聞
道紙スポーツ

平成12年の苫小牧駅前・駅裏
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美園町地区

緑ヶ丘公園頂上から見た昭和39年の美園方面

昭和39年の緑ヶ丘公園展望台付近

緑ヶ丘公園頂上から見た平成13年の美園町方面

(9)



苫小牧駅構内
A

昭和45年の苫小牧駅構内

h
・Negarakiya

平成13年の苫小牧駅構内
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F124

平成13年の苫小牧駅ホーム
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昭和58年の苫小牧駅ホーム
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音羽町・双葉町

a

昭和40年の緑町2条通り

ブリヂストンター

昭和41年の双葉大通り

平成13年の緑町2条通り
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弥生町・大成町

昭和38年の西町 (大成町)公営住宅街

はなしょう

平成10年の西町大通り (大成大通り)

Tog

平成10年の弥生町 (三条通り)
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新川通り (大町・本町)

新川のある新川通り (昭和30年)

J

昭和44年の新川通り

平成13年の新川通り
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苫小牧海岸

昭和30年の苫小牧海岸 (汐見町)

平成13年の苫小牧海岸 (ふるさと海岸)

(14)





苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

苫
小
牧
市
史
追
補
編
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

苫
小
牧
市
長
鳥

越
忠
行

苫
小
牧
市
は
平
成
十
年
(一
九
九
八)
に
市
制
施
行
五
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
式

典
を
は
じ
め
と
し
、
各
種
行
事、
事
業
を
行
い
ま
し
た
が、
こ
の
『苫
小
牧
市
史
追

補
編』
の
発
刊
も
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
本
市
は、
『苫
小
牧
市
史
』
を
発
刊
し
て
お
り
ま
す
が、
こ
れ
は
昭
和
五

十
年
(七
五
)
の
出
来
事
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
本
市
の
本
格
的
な

歴
史
書
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め、
各
方
面
から
市
史
編
集
を
進
め
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
平
成
七
年
(九
五
)
九
月
に
設
置
さ
れ
た
市
制
施
行
五
〇

周
年
記
念
事
業
等
市
民
委
員
会
から
も
市
史
追
補
編
の
発
刊
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
市
と
し
て
も
そ
の
必
要
性
を
認
め、
平
成
八
年
(九
六)
五
月
に
市
史
編
集
事

務
局
を
設
置
し
て
、
そ
の
編
集
事
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

苫
小
牧
市
は
一
貫
し
て
港
湾
建
設
と
勇
払
原
野
の
開
発
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が、
昭
和三
十
八
年
(六
三
)
四
月
に
苫
小
牧
港
が
供
用
開
始
と
な
り、
待
望
の

第
一
船
を
迎
え
ま
し
た。
こ
れ
に
よ
り
勇
払
原
野
の
開
発
も
進
み、
苫
小
牧
港
を
中

心
に
臨
海
工
業
地
帯
が
形
成
さ
れ、
さ
ら
に
苫
小
牧
東
部
の
開
発
へ
と
発
展
し
て
い

(16)



発
刊
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
紙
・
パ
ル
プ
産
業
に
加
え、
石
油、
自
動
車、
ア
ルミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の大
型
企
業
を
は
じ
め
、
各
種
企
業
の
進
出
も
あ
り、
工
業
生
産
額
は
道
内
の
一一

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。苫
小
牧
港
も
石
炭
積
出
港
から
流
通
港、フ

ェ

リ
ー
基
地、
国
際
貿
易
港
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
は
わ
が
国
の
産
業
構
造
や
経
済
情
勢
に
大
き
な

影
響
を
与
え、
苫
東
開
発
も
停
滞
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
以
降
の
苫
小
牧
は、
工
業
開
発
と
自
然
保
護
と
が
調
和
し
た
時
代
に

な
る
よ
う
望
ん
で
き
ま
し
た
が、
こ
れ
ら
が
し
ば
し
ば
社
会
問
題
と
し
て
対
立
し
た

時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
苫
東
開
発、
千
歳
川
放
水
路、
新
千
歳
空
港
問
題
、
環
境

問
題
が
そ
の
代
表
で
あ
り
、
本
市
は
他
の
自
治
体
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
特
異
な

歴
史
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

苫
東
開
発
は
新
た
な
か
た
ち
で
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
難
関
に
遭
遇
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
過
去
を
知
る
こと
は
現
在
を
正
し
く

認
識
す
る
た
め
に
も、
重
要
な
こ
と
で
あ
り、
本
書
が
こ
の
意
味
で
活
用
さ
れ
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

平
成
十三
年
三
月二
十
日

(17)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

言

例
一、
本
史
は
苫
小
牧
市
史
追
補
編
と
し
、
第
一
編
政
治
・
行
政、
第
二
編
産
業
・
経
済、
第
三
編
教
育
・
文
化、
第
四
編
社
会
・
衛
生、
第
五

編
交
通
・
通
信、
第
六
編
公
安
・
災
害
・
環
境、
第
七
編
建
設
・
公
共
事
業、
第
八
編
年
表
の
八
編
か
ら
構
成
し、
主
に
昭
和
五
十
年
以
降

の
本
市
の
歴
史
事
項
に
つ
い
て
収
録
し
た
。

二
、
本
文
で
の
漢
字
及び
か
なづ
か
い
に
つ
い
て
は、
常
用
漢
字
と
現
代
か
なづ
か
い
に
従
い、
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
原
文
の

ま
ま
と
し
た。
な
お、
専
門
語、
時
代
用
語
な
ど
は
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
。
数
量
は
で
き
る
だ
け
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
っ
た
。

三
、
引
用
文
は
「
」
で
囲
み、
あ
る
い
は
や
や
小
さ
な
文
字
を
用
い
て
字
下
げ
を
行
い、
本
文
と
区
別
し
た
。
ま
た、
句
読
点、
濁
点
等
を

付
し
て
読
み
や
す
く
す
る
こ
と
に
つと
め
た
。

四
、
引
用
文、
図
表
に
は
そ
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
た
め、
文
献
名、
資
料
名
を
表
記
し
、
一部
引
用
に
つ
い
て
は
本
文
中
に
注
記
し
た。

写
真
に
つ
い
て
は
出
典、
所
有
を
省
略
し
た。

五、
年
代
の
表
示
は
年
号
を
用
い、
カ
ッコ
書
き
に
て
西
暦
を
付
記
し
た
。
原
則
と
し
て
同
ペ
ー
ジ
内
の
カ
ッ
コ
書
き
は
西
暦
の
前
二
字
を
略

し、
(一
九
五
〇)
は
(五
〇)
のよ
う
に
記
し
た。
た
だ
し、
本
文
の
内
容
が
変
わ
っ
た
り、
世
紀
をこ
え
た
も
の
は
四字
で
表
し
た。

六、
書
名
に
つ
い
て
は
『
』
で、
法
規
な
ど
は
「
」
書
き
と
し
た
。

七、
本
史
本
文
に
収
録
し
た
人
々
は
そ
の
性
格
か
ら
総
て
敬
語
を
省
い
た。

苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
長

堀
江
敏
夫
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苫
小
牧
市
史

次 追
補
編

目



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

苫
小
牧
市
史
追
補
編
の
発
刊
に
あ
た
っ
て苫
小
牧
市
長
鳥
越
忠

行
…
…

(16)

第

一
編

政
治
・
行
政

第
一
章
市
政
の
進
展
と
政
策・

第
一
節
各
市
長
と
助
役、
収
入
役
の
引
退
(退
陣)と

登
場・・

一、
大
泉
源
郎
市
長
の
引
退・

二、
板
谷
民
間
出
身
市
長
の
登
場
・

三
、
鳥
越
革
新
市
長
の
登
場・

四、
歴
代
助
役
と
収
入
役
の
就
任
と
退
任
・

第
二
節
市
基
本
構
想
と
市
制
五
〇
周
年
・・・

一、
苫
小
牧
市
基
本
構
想
・

二、
苫
小
牧
市
総
合
計
画…

三
、
市
制
施
行
五
〇
周
年・

46 33 28 28 20 14 11 33

0
0

0
0

1

例
言

(18)
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第
三
節

市
庁
舎
の
改
築
と
行
政
改
革

一、
市
庁
舎
の
改
築

二、
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

三、
行
政
事
務
・
業
務
の
改
善

第
四
節
名
誉
市
民
・
市
政
顧
問
と
各
種
表
彰

一、
名
誉
市
民
と
市
政
顧
問

二、
各
種
表
彰

第
五
節
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
姉
妹
港
・
友
好
港
・

一、
姉
妹
都
市
と
友
好
都
市・

二、
姉
妹
港
と
友
好
港
・
そ
の
他
の
姉
妹
関
係
締
結・

第
六
節
市
民
憲
章
と
各
種
宣
言
・
登
録

一、
市
民
憲
章
と
市
の
木
・
花
・
鳥
・・

二、
苫
小
牧
市
の
各
種
宣
言
と
登
録
・

第
七
節
ま
ち
づ
く
り
と
指
定
都
市
・

一、
拠
点
都
市
の
指
定
・・・

二、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
・・

三
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

59179 174 166 161 161 149140140134120120107 100100 84 73 59

目

第
八
節
市
政
の
諸
問
題
と
そ
の
対
応
・・・

次

(21)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

一、
千
歳
川
放
水
路
と
新
千
歳
空
港
の
開
港
・・

二、
国
際
エ
ア
ー
カ
ー
ゴ
と
空
港
周
辺
地
域
整
備・

三、
そ
の
他
の
問
題
と
そ
の
対
応
…

第
二
章
財
政
と
選
挙
・
議
会
・

第
一
節
財
務
と
税
務・

一、
市
財
政
の
変
遷

二、
苫
小
牧
市
の
税
務

三、
苫
小
牧
市
の
各
会
計
の
変
化・

第
二
節
各
種
選
挙・

一、
選
挙
の
変
遷
・

二、
国
政
選
挙
の
結
果
・

三
、
地
方
選
挙
の
結
果

第
三
節
苫
小
牧
市
議
会・

一、
市
議
会
の
変
遷・

二、
各
委
員
会
の
設
置
と
活
動
・

第
三
章
人
口
と
住
居
表
示
・

第
一
節
人
口
の
変
遷・

一、
苫
小
牧
市
の
人
口
増
加
率
と
そ
の
特
徴・

339 339339336328328312303291291250 242 229 229 229213201 179

(22)



目

次

一、
苫
小
牧
漁
業
の
変
遷

二、
国
勢
調
査
と
各
種
統
計
・・・

第
二
節
住
居
表
示
と
町
名
設
定
・・

一、
住
居
表
示
制
度
の
実
施
と
昭
和
四
十
九
年
ま
で
の
新
町
名
設
定・

二、
昭
和
五
十
年
以
降
の
住
居
表
示
の
実
施と
新
町
名
の
設
定・

第
二
編
産
業
・
経
済

第
一
章
農
林
水
産
業

第
一
節
農
業
・
牧
畜
業
・

一、
苫
小
牧
農
業
の
変
化
と
減
少
・

二、
農
業
委
員
会
と
農
業
協
同
組
合
・

第
二
節
牧
畜
業
と
バ
イ
オ
牛

一、
牧
畜
業
の
変
化
・・

二
、
和
牛
振
興
と
樽
前
牛・

第
三
節

林
業

一、
林
業
の
低
迷

二、
森
林
組
合
と
大
学
演
習
林

第
四
節
漁

業
T

405 374367367350448 448442437 437 434 430430422407 407407

(23)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

二、
石
油
・
ガ
ス
・・

二、
苫
小
牧
港
漁
港
区
の
供
用・

三、
ふ
化
事
業
と
養
殖
事
業

第
二
章
工
業
の
進
展
と
変
化
…

第
一
節
苫
小
牧
工
業
の
特
質・

一、
苫
小
牧
の
工
業
地
帯
…

二、
工
業
出
荷
額
と
地
域
産
業
教
育
機
関
・

三
、
紙
パ
ル
プ
産
業・

四、
そ
の
他
の
既
存
企
業
・

第
二
節
苫
小
牧
西
部
工
業
団
地
進
出
の
主
要
企
業

一、
第
一
期
進
出
企
業
(昭
和
期
)

二、
第
二
期
進
出
企
業
(平
成
期
)

三、
撤
退
し
た
企
業
・・

第
三
節
苫
東
開
発
地
域
進
出
の
主
要
企
業・・

一
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

二、
機
械
産
業
等

第
四
節
鉱
業
・
ガ
ス
・

一、
苫
小
牧
の
鉱
業
・・

588 587 587579554554551 544532532528514505481481481 463457
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目

第
二
節
大
型
店
の
進
出…

次 第
三章

経
済
と
金
融
・・・

第
一
節
地
元
経
済
界
の
動
向

一、
商
工
会
議
所
と
各
種
団
体・

二、
商
店
街
振
興
組
合
…

第
二
節
再
開
発
と
経
済
効
果
・・

一、
中
心
市
街
地
再
開
発
事
業・

二、
駅
前
再
開
発
と
駅
裏
開
発・

第
三節

金
融
機
関

一、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
銀
行
の
変
化

二、
信
用
金
庫
と
郵
便
局・

第
四
節
ホ
テ
ル
業
界
・

一、
ホ
テ
ル
業
の
進
出・

二、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
大
型
ホ
テ
ル
・

第
四
章
商

業

第
一
節
苫
小
牧
商
業
の
現
況
・

一、
苫
小
牧
の
商
店
街
の
変
貌

二、
苫
小
牧
の
商
業
近
代
化
計
画
と
商
業
振
興
策…

665655649649649644640640632628628624614614611595595595
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

一、
大
店
法
の
施
行
と
苫
小
牧
市
・
商
工
会
議
所
の
対
応
…

二
、
進
出
し
た
大
手
ス
ー
パ
ー

三、
百
貨
店
の
移
転
と
新
設

第
三
節
市
設
市
場
と
新
シ
ョ
ッピ
ン
グ
街・

一、
卸
売
市
場
と
小
売
市
場

二、
主
な
新
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街・

第
四
節
苫
小
牧
市
内
の
飲
食
店
の
変
遷

一、
市
内
の
飲
食
店
の
変
化
・

第
三
編
教
育
・
文
化

第
一
章
新
し
い
教
育
の
振
興
と
問
題
点
…

第
一
節
教
育
機
関
と
教
育
団
体…

一、
教
育
行
政
機
関

二、
教
育
機
関
と
教
育
団
体
・

三
、
学
校
給
食
と
学
校
保
健・

第
二
節
教
育
の
抱
え
る
問
題
点
・

一、
新
し
い
問
題
へ
の
取
り
組
み・

751 736 736 731 724 719719 719 717 707 707691 683683677671665

二、
特
殊
教
育
の
変
遷
・・

(26)



三、
教
育
の
問
題
点
・・

第
二
章
教
育
施
設
の
変
遷
と
充
実

第
一
節
学
校
教
育
の
編
成
と
充
実・・

一、
市
街
地
の
拡
大
と
幼
稚
園
の
新
設

二、
小
学
校
の
新
設
と
廃
校

三、
特
認
校
の
指
定
と
特
殊
分
校・

四、
中
学
校
の
新
設

五、
高
等
学
校
の
新
設・

六
、
高
専
・
短
大
・
大
学
の
新
設
・

七
、
専
修
学
校
・
専
門
学
校
と
各
種
学
校

第
三
章

生
涯
学
習
:

第
一
節
生
涯
学
習
と
青
少
年
問
題

一、
生
涯
学
習
推
進
計
画
:

二、
生
涯
学
習
施
設
・

三
、
青
少
年
問
題
・

四、
児
童
施
設・

目

第
二
節
文
化
振
興・

次

一、
文
化
振
興
と
文
化
財
…

874 874870864837 831831 831 827822 809 798 793 776 769 769 769 759

(27)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第
四
章
ス
ポ
ー
ツ
都
市
苫
小
牧

第
一
節
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
と
施
設

一、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
と
協
会
・
連
盟

二、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
・

第
二
節

ス
ポ
ー
ツ
育
成
と
各
賞
の
受
賞

一、
スポ
ー
ツ
育
成
活
動
・

二、
各
賞
の
受
賞
・
表
彰・

第
三
節
各
種
大
会
の
開
催・・

一、
全
国
大
会
の
開
催・・

二、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
イ
ン
カ
レ
の
開
催・・

第
四
節
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
・

一、
実
業
団
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
・・

二、
そ
の
他
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

・・

第
五
節

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト…

一、
活
躍
し
た
実
業
団
・
高
校
選
手・

二
、
高
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
・・

球
三、
中
学
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
・・

991 988 984 978 978 949 941 941 936 932 932931 927 927 899 887 887 887

第
六
節
野
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目
次

第
四
編
社
会
・
衛
生

三、
ミ
ス
苫
小
牧・

二、
高
校
野
球
:

三
、
中
学
野
球
・

四
、
そ
の
他
の
野
球・

第
七
節
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ

一、
陸
上
競
技
と
マラ
ソ
ン

二
、
その
他
の
ス
ポ
ー
ツ・

第
五
章
観
光
と
ま
つ
り
・

第
一
節
苫
小
牧
の
観
光
資
源
・

一、
苫
小
牧
観
光
協
会
と
観
光
対
策
・

二、
観
光
地
・
観
光
資
源
の
変
化
・・

三、
娯
楽
施
設
・

第
二
節
各
種
ま
つ
り
と
市
民

一、
苫
小
牧
の
ま
つ
り
・・

二、
市
民
お
ど
り
と
郷
土
の
歌・・

一、
社
会
人
野
球

10611060104910491045103010251025102510201006100610009999959911065
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第
一
章
福
祉
社
会
と
高
齢
化
社
会
・

第
一
節
苫
小
牧
市
の
福
祉
政
策
・

一、
福
祉
政
策
と
各
種
制
度
…

二、
地
域
福
祉
活
動
と
福
祉
団
体

第
二
節
高
齢
者
対
策
・・

一、
老
人
福
祉
対
策・・

二、
介
護
保
険
制
度
の
開
始
・

第
三
節
心
身
障
害
者
(児)

の
福
祉・

一、
障
害
者
福
祉
施
設
の
変
化
…

二、
障
害
者
へ
の
援
護
施
策・・

三
、
障
害
者
福
祉
施
設
と
団
体・

第
四
節
児
童
と
家
庭
の
福
祉・

一、
児
童
福
祉
・・

二、
母
子
・
父
子
福
祉・

第
五
節
生
活
保
護
・

一、
苫
小
牧
市
に
お
け
る
生
活
保
護
の
現
状
・

第
一
節
衛

第
二
章
衛
生
と
医
療
・

生

115511551149114911401130113011221119111511151105109210921078106710671067
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目
次

一、
清
掃
事
業・

二、
産
業
廃
棄
物
・

三、
墓
地
と
火
葬
場・

第
二
節
保
健
衛
生…

一、
苫
小
牧
の
保
健
衛
生
の
現
状・

二、
食
中
毒
と
エ
イ
ズ
対
策
・・

第
三節

医
療
・

一、
苫
小
牧
の
医
療
施
設

二、
主
な
医
療
機
関
と
看
護
婦
(士
)
養
成
機
関
・・

第
三
章

労
働
と
宗
教
・・

第
一
節
労
政
対
策
と
労
働
組
合
・・・

一、
労
働
対
策
調
査
と
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

二、
労
働
組
合
の
変
遷

教
第
二
節

宗

一、
生
活
と
宗
教
・

二、
昭
和
五
十
年
以
降
に
お
け
る
主
な
神
社
の
変
化・

三、
昭
和
五
十
年
以
降
に
お
け
る
主
な
教
会
等
の
変
化・

12481244123812381232122512251225120911971197118911811181117511691155
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第
五
編
交
通
・
通
信
・・

第
一
章
交

通

第
一
節
交
通
機
関
の
変
化
と
発
達

一、
自
家
用
車
の
普
及
と
道
路
整
備
・・

二、
交
通
事
故
と
安
全
対
策
・

三
、
交
通
施
設
の
設
置

第
二
節
各
種
交
通
機
関
・

一、
鉄

道
・

二
、
陸
上
交
通

三
、
海
上
交
通

第
三
節
バ
ス
と
ハ
イ
ヤ
ー

一、
市
営
バ
ス
と
民
間バ
ス・

二、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
・

第
二
章
郵
便
・
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

一、
郵
便
事
業
:

第
一
節
郵
便
事
業
と
郵
便
局

二、
昭
和
五
十
年
以
降
の
郵
便
局
の
変
遷

1362135313531353134213271327131613031287128712761263125312531253 1251
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目

次 第
一
節
消

第
二
章
消
防
・
防
災

三、
法
務
局・

二、
検
察
庁
・

一、
裁
判
所
・

第
二
節

司
法
機
関

二、
犯
罪
事
件・

一、
警
察
署
・

第
一
節
警

察
第
一
章
公

安

第
六
編
公
安
・
災
害
・
環
境

二、
ガ
ス
と
集
中
暖
房・

一、
電

力
・

第
三節

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
:

二
、
電
話
と
電
報

一、
通
信
業
務
の
分
化
と
新
業
者
の
登
場

1403140313991399139613961394138913891389 1387 138113771377137413681368

第
二
節

通
信
事
業
・

防
・
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第
一
節
公
害
対
策・

第
四
章
公
害
対
策
と
環
境
問
題

三
、
地

震
・

二、
集
中
豪
雨
・
大
雨

一、
台
風
の
被
害
・・・

第
三
節

自
然
災
害
状
況

二、
火
山
災
害
対
策
と
施
設

一、
噴
火
の
状
況
・・

第
二
節
樽
前
山
の
噴
火・

二、
主
な
気
象
状
況
・

一、
測
候
所:

第
一
節
測
候
所
と
気
象
状
況
…

第
三
章

災
害
と
公
害
・

二、
防
災
会
議・

一、
防
災
計
画
:

第
二
節
防

災
二、
火
災
発
生
状
況
…

一、
消
防
体
制
の
強
化
・・

146114611455145014481448144114351435143414331433143314271423142314141403
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目

157915791570155815481529152915221508150115011501 1499 1477147714711461

第
二
節
自
然
保
護
:

一、
自
然
保
護
対
策
・

第
七

編
建
設
・
公
共
事
業

第
一
章
苫
小
牧
港
・・

第
一
節
苫
小
牧
港
の
充
実
と
発
展

一、
苫
小
牧
港
の
管
理
と
運
用
・

二、
苫
小
牧
港
の
諸
事
項・

三、
港
勢
と
港
湾
統
計・

第
二
節
苫
小
牧
港
の
整
備・

一、
西
港
区
の
整
備
状
況
と
現
況

二、
東
港
区
の
整
備
状
況
と
計
画
・

三
、
港
湾
整
備
計
画
と
施
設
状
況・

四、
勇
払
マ
リ
ー
ナ
と
ふ
る
さ
と
海
岸・

第
三節

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
・

二、
公
害
監
視
施
設

一、
公
害
防
止
計
画・

次

一、
フ
ェ
リ
ー
施
設
の
概
要

(35)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

二
、
フ
ェ
リ
ー
バ
ー
ス
の
新
設・

三、
東
港
の
フ
ェ
リ
ー
基
地
化・・

第
二
章
苫
小
牧
東
部
の
開
発
・・

第
一
節
苫
小
牧
東
部
の
開
発
計
画
・・・

一、
初
期
の
苫
小
牧
東
部
の
開
発
計
画

二、
苫
小
牧
東
部
開
発
株
式
会
社
と
主
な
進
出
企
業・

第
二
節
苫
東
開
発
の
見
直
し
と
新
計
画
・・

一、
苫
東
開
発
の
見
直
し
計
画・

二、
苫
東
新
計
画
の
決
定

三、
苫
東
へ
の
進
出
企
業
・

四、
苫
東
新
計
画
の
段
階
計
画・

五、
株
式
会
社
「苫
東
」
の
設
立
と
市
基
本
計
画
の
見
直
し

第
三
章

土
木
・
公
共
事
業
・

第
一
節
土
木
事
業
:

一、
苫
小
牧
川
の
切
り
替
え
・

二、
公
園
整
備
と
緑
化
事
業

三
、
区
画
整
理
と
新
住
宅
用
地
…

166616591649164316431643163616311626162016151615159915931593159315881586

第
二
節
道
路
整
備
…
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目

次

一、
都
市
計
画
と
道
路
整
備
・・

二、
シン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
と
そ
の
他の
道
路
整
備・

第
八

編
年
表
(
昭
和
五
十
二
年
以
降)

苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
長
堀
江
敏
夫…
…

1727

あ
と
が
き

●
口

●
写
真
提
供
見
返
し
市
街
地
航
空
写
真
株
式
会
社
志
方
写
真
工
芸
社

●
題

字
二
階
堂
北
翠
(元
北
海
道
書
道
展
・
創
玄
書
道
審
査
員
)

絵
市
街
地
及
び
周
辺
地
の
変
化
写
真
集
…

(3) 5

(14) 1681 16731666
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